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昨
年
度
か
ら
引

き
続
き
本
会
の
理

事
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
小
島
久
幸

と
申
し
ま
す
。
日

ご
ろ
よ
り
、
埼
玉

県
高
等
学
校
安
全
振
興
会
が
実
施
す
る

本
県
公
立
高
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒
等
の
安
全
に
関
す
る
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
は
、
学

校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
や
怪
我
な
ど

の
災
害
へ
の
補
償
を
行
っ
て
い
く
た
め

皆
様
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
、「
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
支
払
わ
れ
る
災

害
共
済
給
付
金
に
付
加
し
た
普
通
見
舞

金
の
給
付
と
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場

合
、
本
会
独
自
に
特
別
見
舞
金
の
給
付

及
び
生
徒
の
死
亡
に
対
す
る
供
花
料
の

支
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
五
類

感
染
症
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
部
活

動
や
学
校
行
事
行
事
に
つ
い
て
は
、
以

前
に
も
増
し
て
活
発
に
行
わ
れ
、
高
校

生
活
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
会
は

高
校
生
の
安
全
・
健
康
増
進
支
援
事
業

に
よ
っ
て
貴
重
な
高
校
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
ゆ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
会
費
を
将
来
に
わ

た
り
安
定
し
た
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
会
と
し
て
、
期
待
に

添
え
る
よ
う
私
た
ち
役
員
並
び
に
職
員

一
同
、
一
所
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
保
護
者
の
皆

様
を
始
め
、
関
係
者
の
ご
支

援
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
暑
い
夏
が
続
き
ま
す
。

地
球
が
お
か
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

世
界
の
紛
争
が
一
刻
も
早

く
平
穏
と
な
る
の
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
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小
島
久
幸  

理
事
長
あ
い
さ
つ

小
島
久
幸
理
事
長
再
任

去
る
六
月
九
日
に
令
和
六

年
度
第
二
回
評
議
員
会
（
定

時
評
議
員
会
）
が
開
か
れ
、

新
年
度
の
新
役
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
同
日
に
開
か
れ

た
令
和
七
年
度
の
第
一
回
理

事
会
で
、
理
事
長
に
小
島
久

幸
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
副
理
事
長
に
県
高
Ｐ

連
会
長
の
澤
田
貢
氏
と
県
高

校
長
協
会
長
の
臼
倉
克
典
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
小
島

理
事
長
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
を
願
い
、

皆
様
の
ご
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
六
年
度
第
三
回

理
事
会
及
び
第
二
回

評
議
員
会
開
催

五
月
一
六
日
に
令
和
六
年

令
和
七
年
度

交
通
安
全
指
導

支
援
事
業

今
年
度
の
交
通
安
全
指
導

感
謝
状
を
贈
呈

本
会
役
員
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
本
会
の
充
実
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
、
次
の

十
六
名
の
方
々
（
敬
称
略
）

に
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

豊
田
清
明
（
二
ヶ
年
理
事
）

枡
田
幸
弘
（
五
ヶ
年
理
事
）

生
井
正
夫
（
前
理
事
）

河
野
杏
子
（
前
理
事
）

小
川
幸
夏
（
前
理
事
）

小
此
木
ひ
と
み
（
前
理
事
）

韮
塚
光
信
（
前
監
事
）

黒
田
勇
輝
（
前
監
事
）

出
牛
清
孝
（
前
監
事
）

中
島
啓
和
（
前
監
事
）

伊
東
智
世

（
二
ヶ
年
理
事
・
評
議
員
）

吉
田　

仁（
八
ヶ
年
評
議
員
）

西
野　

博（
二
ヶ
年
評
議
員
）

石
岡
正
俊（

二
ヶ
年
評
議
員
）

庭
田
千
江（
二
ヶ
年
評
議
員
）

五
月
女
奈
保
子

（
二
ヶ
年
評
議
員
）

令
和
七
年
度
第
一
回

評
議
員
会
開
催

　

七
月
一
五
日
に
新
し
い
役

員
が
初
め
て
一
同
に
顔
を
合

わ
せ
る
第
一
回
評
議
員
会
を

開
き
ま
し
た
。
関
東
高
Ｐ
連

の
埼
玉
大
会
開
催
で
お
疲
れ

の
と
こ
ろ
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
当
会
の
運
営
や
制

度
、
行
事
計
画
等
の
確
認
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
等

を
行
い
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
等
安

全
互
助
会
連
絡
協
議

会
に
つ
い
て

今
年
度
の
「
全
国
高
等
学

校
等
安
全
互
助
会
連
絡
協
議

会
総
会
」は
十
一
月
二
七
日
・

二
八
日
に
沖
縄
県
で
開
催
予

定
で
す
。

今
後
の
会
の
運
営
や
各
県

が
抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
な

ど
が
、
会
議
の
中
心
と
な
り

ま
す
。
会
の
発
展
の
た
め
、

有
意
義
な
会
議
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

見
舞
金
給
付
状
況

本
会
の
見
舞
金
の
支
給
は
、

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
と
半
ば
連

動
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、

傷
病
見
舞
金
で
す
と
、
セ
ン

タ
ー
の
給
付
額
が
一
万
五
千

円
以
上
の
場
合
で
、
給
付
額

の
十
分
の
三
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

令
和
六
年
度
の
給
付
件

数
は
二
、五
八
二
件
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
激
減
し
た
件
数

か
ら
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

生
徒
の
安
全
と
健
康
増
進

を
目
指
し
て
、
学
校
管
理
下

に
お
け
る
事
故
の
救
済
を
推

進
す
る
と
い
う
、
本
会
の
目

的
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

不
動
岡
高
校

草
加
南
高
校

草
加
東
高
校

川
越
高
校

松
山
女
子
高
校

坂
戸
高
校

ふ
じ
み
野
高
校

川
越
初
雁
高
校

入
間
向
陽
高
校

所
沢
北
高
校

和
光
国
際
高
校

市
立
川
越
高
校

川
口
高
校

川
口
青
陵
高
校

大
宮
商
業
高
校
（
全
定
）

市
立
浦
和
高
校

熊
谷
高
校

小
鹿
野
高
校

吹
上
秋
桜
高
校

皆
野
高
校

度
第
三
回
理
事
会
が
開
か
れ
、

令
和
六
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
（
別
表
）、
翌
年

度
の
役
員
案
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、「
令
和
七
年
度
交

通
安
全
指
導
支
援
事
業
委
託

校
」
の
選
定
案
が
事
務
局
か

ら
提
案
さ
れ
、
別
記
の
通
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

感
謝
状
贈
呈
者
案
も
事
務

局
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
六
月
九
日
に

行
わ
れ
た
令
和
六
年
度
第
二

回
（
定
時
）
評
議
員
会
に
お

い
て
、事
業
報
告
、決
算
報
告
、

監
査
報
告
、
令
和
七
年
度
役

員
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

事
業
計
画
及
び
予
算
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。（
別
記
）

支
援
事
業
委
託
校
が
、
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
通
安

全
指
導
事
業
に
対
し
て
、
本

会
が
一
定
額
の
補
助
を
行
う

も
の
で
、
今
年
度
も
繰
越
金

の
活
用
か
ら
委
託
校
を
増

や
し
、
審
査
の
結
果
、
次
の

二
〇
校
に
最
大
八
万
円
の
補

助
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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令
和
七
年
度　

役
員
名
簿

理
事
長　

小
島　

久
幸　

元
高
Ｐ
連
会
長

副
理
事
長　

澤
田　
　

貢　

高
Ｐ
連
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
越
女
子
高
Ｐ
会
長

副
理
事
長　

臼
倉　

克
典　

高
校
長
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
和
高
校
長

理　
　

事　

臼
井　

繁
樹　

八
潮
南
高
Ｐ
会
長

理　
　

事　

堀
内
由
紀
子　

川
越
初
雁
高
Ｐ
会
長

理　
　

事　

中
林　

千
緒　

川
口
青
陵
高
Ｐ
会
長

理　
　

事　

山
口
よ
し
み　

熊
谷
農
業
高
Ｐ
会
長

理　
　

事　

繁
田　
　

剛　

元
高
Ｐ
連
会
長

理　
　

事　

大
竹　

雅
樹　

元
高
Ｐ
連
会
長

理　
　

事　

沼
澤　

早
苗　

前
高
Ｐ
連
会
長

理　
　

事　

加
藤　

哲
也　

前
高
校
長
協
会
会
長

理　
　

事　

川
田　

清
隆　

高
Ｐ
連
事
務
局
長

理　
　

事　

赤
松　

峰
親　

安
全
振
興
会
事
務
局
長

監　
　

事　

齋
藤　

幾
世　

鷲
宮
高
Ｐ
会
長

監　
　

事　

大
槻　

理
恵　

鶴
ヶ
島
清
風
高
Ｐ
会
長

監　
　

事　

甲
山　

貴
之　

川
口
工
業
高
校
長

監　
　

事　

市
川　
　

京　

熊
谷
高
校
長

評
議
員　

間
中　

辰
徳　

越
谷
西
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

山
口　
　

潤　

春
日
部
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

坂
田　

智
幸　

新
座
柳
瀬
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

橋
本　

泰
子　

滑
川
総
合
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

走
尾
千
恵
美　

与
野
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

岡
村　

紀
江　

鳩
ヶ
谷
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

中
野　

陽
子　

小
鹿
野
高
Ｐ
会
長  

評
議
員　

木
村　

咲
子　

鴻
巣
女
子
高
Ｐ
会
長

評
議
員　

関
根　

憲
夫　

不
動
岡
高
校
長

評
議
員　

田
中　

洋
安　

川
越
高
校
長

評
議
員　

樫
浦　

岳
人　

伊
奈
学
園
高
校
長

評
議
員　

栗
藤　

義
明　

熊
谷
女
子
高
校
長

評
議
員　

三
ヶ
尻
泰
清　

深
谷
は
ば
た
き
特
支
校
長

評
議
員　

伊
藤　

晋
司　

岩
槻
高
教
頭

評
議
員　

鈴
木　

直
樹　

戸
田
翔
陽
高
副
校
長

評
議
員　

大
曽
根
紀
夫　

新
座
総
合
高
事
務
部
長

評
議
員　

佐
藤　
　

剛　

深
谷
は
ば
た
き
特
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
部
長

評
議
員　

柳
瀬
オ
リ
エ　

鴻
巣
高
事
務
長

評
議
員　

宮
本　

善
章　

芸
術
総
合
高
事
務
主
任

評
議
員　

杉
山　

典
子　

羽
生
実
業
高
養
護
教
諭

評
議
員　

栁
川　

優
子　

川
越
女
子
高
養
護
教
諭

評
議
員　

川
ノ
上
真
紀　

浦
和
工
業
高
養
護
教
諭

評
議
員　

森　
　

雅
子　

鴻
巣
女
子
高
養
護
教
諭

共
済
会
費
は
来
年
度

も
同
じ
で
す
。

　

全
日
制（
専
攻
科
を
含
む
）

九
〇
〇
円

　

定
時
制
・
特
別
支
援
学
校

四
五
〇
円

加
入
条
件

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

に
加
入

②
埼
高
Ｐ
連
に
加
入
（
中
等

教
育
学
校
を
除
く
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
につい

て

　

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

行
事
予
定
や
行
事
の
報
告
、

支
払
状
況
、
各
種
書
式
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

内
の
名
所
や
渋
沢
栄
一
翁
の

像
な
ど
が
画
面
に
流
れ
ま
す
。

https://saikouanshin.
org/

事
務
局
だ
よ
り

◇
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻

撃
が
続
い
て
い
ま
す
。
中

東
で
も
戦
争
が
起
き
て
い

ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
関
税
取
引
も
続
い
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
防

止
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ

う
。
な
ん
だ
か
、
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
す

ね
。
早
く
世
の
中
が
落
ち

着
く
こ
と
を
切
に
願
う
も

の
で
す
。

◇
本
年
度
の
本
会
へ
の
加
入

状
況
で
す
が
、
七
月
末
現

在
で
十
万
二
千
八
百
三
十

一
名
で
す
。
生
徒
数
が

減
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
高
Ｐ
連
へ
加
入
し

な
い
保
護
者
も
い
ま
す
。

◇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
学
校

現
場
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、

結
果
と
し
て
本
会
の
給
付

件
数
が
令
和
二
年
度
五
，

一
六
二
件
に
比
べ
て
六
年

度
は
二
，
五
八
二
件
と

減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戻

り
つ
つ
は
あ
り
ま
す
。

◇
お
か
げ
さ
ま
で
、
一
般
財

団
法
人
埼
玉
県
高
等
学
校

安
全
振
興
会
は
、
十
五
年

目
の
事
業
年
度
を
迎
え
ま

し
た
。
今
後
も
互
助
の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
よ
り
良

い
事
業
運
営
と
適
正
な
共

済
金
給
付
を
心
が
け
て
ま

い
り
ま
す
。

（
松
）

令和７年度　共済会計（会費）予算概要 令和６年度　共済会計（会費）決算概要
収入 （単位：円）

支出 支出

収入 （単位：円）
区　分 科　目 予　算　額 備　　　　考
会　費 全日定時特支 92,850,000 全日制900円、定時制等450円
支 払 備 金 30,000,000 前年度支払備金より
雑 収 入 80,000 預金利子
退 職 準 備 金 0
前年度繰越金 41,476,976
合　　　　 計 164,406,976

款 項 目 予　算　額 備　　考

事業費

見 舞 金

普通傷病見舞金 63,000,000
普通障害見舞金 5,000,000
普通死亡見舞金 10,000,000
特別傷病見舞金 1,500,000
特別障害見舞金 1,500,000
特別死亡見舞金 5,000,000
振 込 料 450,000 見舞金振込料等

広 報 費 広報活動費等 1,500,000 加入案内等印刷
安全教育
充 実 費 交通安全支援等 3,450,000 交通安全指導支援等

計 91,400,000
管 理 費 28,550,000 人件費、需用費等
準 備 費 42,249,000 準備預金・支払備金
予 備 費 2,207,976
合 計 164,406,976

款 項 目 決　算　額 備　　考

事業費

見 舞 金

普通傷病見舞金 46,479,500 2,542件
普通障害見舞金 1,150,000 4件
普通死亡見舞金 2,500,000 1件
特別傷病見舞金 738,000 14件
特別障害見舞金 1,050,000 7件（歯5件）
特別死亡見舞金 0 0件
振 込 料 265,707 見舞金振込料等

広 報 費 広報活動費等 1,144,346 加入案内印刷等
安全教育
充 実 費 交通安全支援等 2,483,736 交通安全指導委託等

計 55,811,289
管 理 費 18,702,311 人件費、需用費等
準 備 費 50,628,900 支払備金等
予 備 費 0
合 計 125,142,500

区　分 科　目 決　算　額 備　　　　考
会　費 全日定時特支 92,896,400 全日101,556人、定時3,347人
支 払 備 金 30,000,000 前年度支払備金より
雑 収 入 77,737 預金利子
退 職 準 備 金 5,529,100
前年度繰越金 38,116,239
合　　　　 計 166,619,476

差 引 残 額 41,476,976


